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本研究の目的は、比較法の視点も取り入れつつ、中華民国時代以来の、中国の各時代の

刑法総則の構成、および犯罪論体系に関する議論の考察を通じて、中国の犯罪体系をめぐ

る諸問題を解決するための示唆を得ることにある。 

 最近、中国においては、「四要件の犯罪構成理論」を支持する学者と「段階的犯罪論体

系」を支持する学者の間で「構成要件」、「違法性」、「責任」などの概念を中心に犯罪論体

系に関する論争が激しく展開されている。しかし、実は両派それぞれが主張している「構

成要件」、「違法性」、「責任」などの概念の中身が異なるために、論争がうまくかみ合わな

い。 

この問題を解決するためには、中国でこれらの概念および犯罪論体系が誕生した歴史的経

緯に沿って、これらの概念を再確認する必要がある。そこで、本論文の第一部では、ま

ず、現代中国の通説的な四要件の犯罪構成理論を考察したうえで、この理論には、犯罪の

成否を判断する体系として様々な問題が存在することを明らかにした。そして、中国にお

いて近代的法律制度が誕生した中華民国時代の各刑法典の立法経緯とその時代にある代表

的な犯罪論に関する学説とを検討したうえで、今日の中国における刑法学の「無史化研

究」の弊害および「分類的－範疇論的体系」から「演繹的－目的論的体系」へ、という犯

罪論における歴史的傾向が存在することを明らかにした。 

 第二部では、中華人民共和国初の刑法典の立法経緯を紹介し、また、それと関連するこ

の刑法典時代の犯罪体系を考察した。その上で、このような伝統派の犯罪体系に大きな影

響を与えたソビエトの犯罪体系を検討し、最後にそのソビエトの犯罪体系の「前史」とな

る帝政末期のロシアの犯罪体系とその起源を探求したうえで、中華人民共和国の犯罪概念

をめぐる争いは、その起源を遡れば、ドイツにおける、ベルナーの体系と、その後のリス

ト・ベーリングの体系の争いにまで到達するものだということを明らかにした。 

第三部では、まず、中華人民共和国の現行刑法典の立法経緯を紹介した。その上で、現

代中国の代表的な「段階的犯罪論体系」に関する学説およびそれと関連する共犯論を考察

した。そこで、中国の犯罪論に関連する論争においては、（１）体系的な犯罪論が何のた

めにあるのかを明らかにすべきこと、（２）四要件と三段階の会話の可能性を確保すべき

こと、（３）「問題的思考」と「体系的思考」を結び付けて、中国の実情および実務にふさ

わしい犯罪論を提案すべきことを明らかにした。 


